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1991年 9 月に， ASBによる最初の基準書として財務報告基準書第 1 号『キャッシュ・フロー
計算書~ (以下， FRS第 1 号と略す〉を公表した。この FRS第 1 号は， 1975年 7 月に公表
された標準会計実務書第附『資金の源泉と運用に関する計算善i (以下， SSAP 第附と略






(1) 会計基準審議会 (Accounting Standars Board) は， 1989年会社法第256条(3)(a)において国務大
巨に許可する権限を付与された「会計基準を発行する機関」として指名されており，したがって，会
計基準審議会が公表する財務報告基準書は法的効力を有することになる。
(2) Accounting Standars Board, Financial Accounting Standard No. 1, Cash Flow Stateｭ
ments (ASB, September 1991). 
(3) Accounting Standards Steering Committee, Statement of Standard Accounting Practice 
No. 10, Statements of Source and Aρρlication of Funds (ASSC, July 1975). SSAP 第10号で
は，資金情報を開示する計算書の名称として， ["資金の源泉と運用に関する計算書 (Statements of 
Source and Application of Funds)J を使用しているが，実務上は「資金計算書 (Funds Stateｭ
ment)J という名称が多いので，本稿では，以降「資金計算書」という用語を用いる。
(4) Accounting Principles Board, Opinion No. 19, Re?rtng Changes in Financial Position 


















計基準に影響を及ぼすものと考えられる。 FRS第 1 号に基づくイギリスのキャッシュ・フロ
ー計算書の内容を明かにし，その意義について若干考察することが本稿の目的である。そこで，
まずイギリスにおけるキャッシュ・フロー計算書の役割および位置づけについて財務諸表の基






(5) International Accounting Standards Committee, International Accounting Standards No. 
7, Statement 01 Changes in Financial Position (IASC, October 1977). 
( 6 ) Financial Accounting Standards Board, Statement of Financial Accoun tng Standards 
No. 95, Statement 01 Cash Flows (FASB, Nobember 1987). 
(7) Accounting Standards Committee, Proposed Statement of Standard Accounting Practiceｭ
Exposure Draft 54, Cash Flow Statements (ASC, July 1990). 
イギリスにおける会計基準の設定機関としては， 1976年までは会計基準起草委員会 (Accounting
Standards Steering Committee) があり，その後ASCにとってかわられた。イギリスにおける基
準設定体制の変遷については，以下の文献を参照されたし。田中弘『イギリスの会計基準j] (中央経
済社， 1991年).第 1 章。
( 8) International Accounting Standards Committee, International Accounting Standards, Exｭ




























( 9 ) Accounting Standars Board, Exposure Draft-Statemnt of Principles, The Objective of 






(10) Ibid. , par. 9. 
(11) Ibid. , pars. 10, 12. 
(12) Ibid. , par. 15. 





















(14) Ibid. , par. 17. 
(15) Ibid. , par. 18. 












ASB, FRS No. 1, op. cit., Summary, b). 
(16) ASB, Exposure.Draft，。ρ. cit., par. 19. 




ような追加的な情報をも含まれることになる。 Ibid. ， par. 21. 
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11 A S B キャッシュ・フロー計算書の概要
前述の通り， FRS第 1 号が公表されるまで，イギリスにおける資金情報の作成・開示基準
は SSAP 第10号であった。 これは，キャッシュ・フロー計算書に関する基準というよりも運




している。 FRS第 1 号は，要約，基本目的，定義，標準会計実務書，国際会計基準への準拠，
および説明，の 6 つの節からなっており，また，財務報告基準の一部を形成するものではない
が，その解説的な部分として， キャッシュ・フロー計算書の例示ならびに SSAP 第10号およ
び公開草案第54号と FRS第 1 号との相違点を簡単に記述した節が添付されている。
まず要約の節では， FRS第 1 号の主要な内容の要点が記述されており，基本目的の節では，
FRS第 1 号がキャッシュ・フロー計算書の基本目的について言及されている。定義の節では，
現金 (Cash)，現金等価物 (Cash equivalents)，キャッシュ・フロー (Cash Flow) , 1985年
会社法 (Companies Act 1985) , および 1986 年会社規定(北アイルランド) (Companies 
(Northern Ireland) Order 1986) , について定義されている。そして標準会計実務書および
説明の節では，キャッシュ・フロー計算書の作成および開示の内容について詳細に定められて
いる。
以下では， ASBのキャッシュ・フロー計算書の概要を明らかにするために， FRS第 1 号
に基づくキャッシュ・フロー計算書の作成および開示基準について， SSAP第10号の内容とも







































(20) ASB, FRS No. 1, o.ρ . cit. , par. 11. 






また現金等価物の定義の中に，満期日が 3 カ月以内という規準が設定されているのは，満期日が 3 カ
月以内であるような証券は利子率の変動による重大な価値変動の危険がないという根拠に基づいてい
る。 Ibid. ， pars. 52-54. 































(23) ASSC, SSAP No. 10, O.ρ . cit. , pars. 3, 11, Appendix. 
(24) ASB, FRS No. 1, 0ρ. cit. , pars. 15-16. 
(25) これは，営業活動からのキャッシュ・フローの表示について，いわゆる間接法を用いても直接法を
用いてもよいことを示唆するものと思われるが，この点については次節を参照。
(26) ASB, FRS No. 1, 0ム cit. ， pars. 18-20. 
(27) Ibid. , pars. 21-23. 
































それに対して FRS第 1 号はグループの会計問題について言及しており，グループ・キャッシ
ュ・フロー計算書について，グループの外部との現金および現金等価物のフローのみを取り扱
(29) Ibid. , pars. 27-30. 

































(31) ASB, FRS No. 1, 0ρ. cit. , par. 17. 例示 1 および 2 の注記 1 参照。




















このように， FRS第 1 号では，キャッシュ・フロー計算書に対する注記事項についても詳








(33) Ibid. , pars. 43, 83. 例示の注記 5 ， 6 ，および 7 参照。
(34) Ibid. , pars. 40. 42. 例示の 2 の注記 6 ， 7 ，および 8 参照。
(35) Ibid. , pars. 31-33. 




するとは予想されないような項目で重要なもの」をいう。 SSAP No. 6, Extraordinary Items and 
Prior Year Adjustments (ASSC, July 1975/ ASC, August 1986) , pars 29-30. (田中弘・原光世







以上， ASBキャッシュ・フロー計算書の概要を， SSAP第10号の規定と比較しながら， F 
RS第 1 号の規定を通して概観してきた。ここから， FRS第 1 号が，キャッシュ・フロー計
算書の作成・開示について，キャッシュ・フロー計算書本体だけでなくそれに対する注記にい
たるまで， SSAP第10号に比べて，かなり詳細に言及し標準化していることがわかる。以下
に示すキャッシュ・フロー計算書は， FRS第 1 号で例示されているキャッシュ・フロー計算

























(36) ASB, FRS No. 1, o? cit. , pars. 34-35, par. 37, par. 45. 
(37) Ibid. , I1lustrative examples. 
































1991年 4 月 1 日現在の残高
正味キャッシュ・インフロー







1991年 4 月 1 日現在の残高
資金調達からのキャ γ シュ・インフロー/アウトフロー
帳簿価値を下回る額で社債券を買戻すことによる利益






















































































































































現金預金 1, 041 
銀行の当座借越 (9, 065) 
(8, 024) 
4 当期の資金調達の変動の分析
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当期に取得した子会社は，グループの正味の営業キャッシュ・フローに1 ， 502， 000ポンド寄与し，正
味の投資からの利益および資金調達に関する利息等の支払に関連して 1 ， 308 ， 000ポンド支払い，税金






























当期売却された事業は，グループの正味の営業キャッシュ・フローに 200， 000 ポンド寄与し， 正味の
投資からの利益および資金調達に関する利息等の支払に関連して 252 ， 000 ポンド支払い， 税金に関連








の表示，の 3 点をあげることができる。これらの点は， SSAP第10号だけでなく，アメリカ等
の国際的な資金情報の会計基準と比べても特徴的なものといえよう。以下では，これらの 3 点





















調達資金についての利息等の支払j ， r税金j， r投資活動j，および「資金調達」という順に
(38) FASB, SFAS No. 95, 0ρ. cit. , par. 26. 


































(40) FASB, SFAS No. 95, O.ρ . cit. , pars. 27, 28. 







また FRS第 1 号は，直接法による表示を選択しない場合は，企業聞の比較可能性を高める
ために，営業活動からの正味のキャッシュ・フローのみをキャッシュ・フロー計算書の本体に，
営業活動からの正味のキャッシュ・フローとの照合はキャッシュ・フロー計算書に対する注記






(例示 1 参照〉また直接法で要求されるキャッシュ・フローの総額を提示しでもよい(例示 2
参照)ことになる。




して， FRS第 1 号は，状況に応じであくまでも企業に表示方法の選択を委ねているという点








SFAS第95号が，営業活動，投資活者，および財務活動の 3 区分を設定したのに対して， FR 
(42) ASB, FRS No. 1, 0ρ. cit. , par. 70. 直接法によって得られる情報の利用者にとっての便益がそ
れを提供するためのコストを上回る場合には，そうした情報を提供することを奨励しているが，その
場合も強制適用を義務づけているわけではない。
(43) Ibid. , par. 72. 
(44) Ibid. , pars. 16, 72. 
(45) FASB, SFAS No. 95, 0，ρ . cit. , par. 14. 
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ら検討してきた。ここで， SSAP第10号， FRS第 1 号， SFAS第95号の主要な内容を比較L




て， FRS第 1 号はキャッシュ・フロー計算書の作成・開示に関してかなり詳細に言及してい
るということである。また FRS第 1 号と SFAS第95号を比較すると，いくつかの点で若干異
なるものの，全体としては類似している点が多く，これら両国の基準に基づいて作成されるキ
(46) ASB, FRS No. 1, O.ρ . cit. , par. 73. 
(47) Ibid. , par. 74. 





SSAP 第叩号， FRS 第 1 号， SFAS 第95号の主要な内容の比較表




















































S 第 1 号の内容は，いくつかの特徴的な点を除いては SFAS第95号のそれと類似したものであ
り， FRS第 1 号はSFAS第 95号の影響を受けていることが推察できるし，また，これらの基
準に基づいて作成されるキャッシュ・フロー計算書は，相当程度の比較可能性が維持されると
も考えられる。また，イギリスでは，会計基準の設定において国際会計基準への準拠が重視さ
れており， FRS第 1 号においても， FRS第 I 号に準拠することが， 1 A S 第 7 号への準拠
を意味するとされている。さらにFRS第 1 号は，国際会計基準の公開草案第36号「キャッシ
ュ・フロー計算書」を受けて，近い将来公表されると予想されるキャッシュ・フロー計算書に











(49) 拙稿 iFASB のキャ y シュ・フロー計算書の研究-FASB 財務会計基準書第95号を中心としてー」
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